
情報不足①注目種
アカハナワラビ
Botrychium nipponicum Makino ハナヤスリ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（宮城県以南）・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 日当たりのよい林下に生える。オオハナワラビと混同されていたため，今
後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

笠間市（内山）

フモトカグマ
Microlepia pseudostrigosa Makino コバノイシカグマ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方南部・静岡県・愛知県）

生 育 地 山地林下に生える。日立市のスギ林下に生育が確認されている。さらに今
後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

日立市（中崎）

ヤマソテツ
Plagiogyria matsumureana Makino キジノオシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（東北地方南部以南）・四国・九州（奄美大島まで）／済州島・中国・
台湾

生 育 地 山地林下に生える。笠間市（75）の記録があるが，現地の再確認はされて
いない。最近大子町でスギ林下に１株の生育が確認された。

選 定 理 由

そ の 他
大子町（中崎）

ウスイハナワラビ
Botrychium nipponicum Makino  var. minus (H.Hara) K.Iwats. ハナヤスリ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州中部　　[日本固有種]

生 育 地 日当たりのよい林下に生える。2009年，岡利雄氏により土浦市で県内では
初めての生育が確認された。今後の調査によりさらに生育地が増えること
が期待される。

選 定 理 由

そ の 他 土浦市の生育地では，放射能の除染作業により，土壌が削り取られており，
今後生育が確認できるかどうか，現在は不明である。

（県博収蔵標本：土浦市産）
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フジシダ
Monachosorum maximowiczii (Baker) Hayata コバノイシカグマ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（福島県・関東地方以西）・四国・九州（南部を除く）／中国・台湾

生 育 地 地上や岩上に群生する。大子町のスギ林下で生育が確認されている。

選 定 理 由

そ の 他 最近，間伐が行われ，林下の状況が大きく変化したため，今後の生育状況
に影響があるかも知れないため，継続観察が必要と思われる。

大子町（中崎）

ミヤコヤブソテツ
Cyrtomium fortunei J.Sm.  var. intermedium Tagawa オシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州／中国

生 育 地 山地林下に生える。常陸太田市，石岡市に生育するが，さらに今後の調査
が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

常陸太田市（安嶋）

ハチジョウベニシダ
Dryopteris caudipinna Nakai オシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 神奈川県南部・伊豆半島・伊豆諸島

生 育 地 山地林下に生える。最近の調査で各地のスギ林下に生育が確認されてきて
いる。さらに今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

笠間市（藤田）

ギフベニシダ
Dryopteris kinkiensis Koidz. ex Tagawa オシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（宮城県および千葉県以西）・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山麓の林縁などに生える。行方市（29），潮来市（29）に記録がある。さら
に今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他
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キノクニベニシダ
Dryopteris kinokuniensis Sa.Kurata オシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州　［日本固有種］

生 育 地 山地林下に生える。県内では，最近，生育が知られてきたもので，今後の
調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

エンシュウベニシダ
Dryopteris medioxima Koidz. オシダ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州

生 育 地 山地林下に生える。県内では，最近，生育が知られてきたもので，今後の
調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

行方市（安）

ハスノハカズラ
Stephania japonica (Thunb.) Miers ツヅラフジ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州西部・四国・九州・琉球／中国（中南部・台湾）・インド・マレーシア

生 育 地 山地に生える。高萩市，笠間市に生育するが，さらに今後の調査が必要で
ある。

選 定 理 由

そ の 他

ワタラセツリフネソウ
Impatiens ohwadae M.Watanabe & Seriz.（135） ツリフネソウ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（群馬県・栃木県・埼玉県・茨城県・千葉県）

生 育 地 河川敷や休耕田など湿地に生える。取手市，常総市，古河市などに生育する。

選 定 理 由

そ の 他 2009年に新種として記載された（135）。ツリフネソウに比べて側花弁が短
く先端が萎縮してシミが付いたように見える

常総市（小幡）

（県博収蔵標本：つくば市産）
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オオアカバナ
Epilobium hirsutum L. アカバナ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（青森県・秋田県・福島県・佐渡・長野県・石川県）／ユーラシア大
陸

生 育 地 川岸の湿地や谷間の湿地に生える。鹿行地域の休耕田で確認された。さら
に今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

ホソバアカバナ
Epilobium palustre L. アカバナ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州中部以北／ユーラシア・北アメリカの温帯

生 育 地 湿地に生える。北茨城市（133）で生育の記録があるが，最近は確認されて
いない。

選 定 理 由

そ の 他

ミヤマヤブニンジン
Osmorhiza aristata (Thunb.) Rydb.  var. montana Makino セリ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州／朝鮮

生 育 地 山地林下に生える。大子町での生育が確認されているが，今後さらに調査
が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

ヒメシロアサザ
Nymphoides coreana (H.Lev.) H.Hara ミツガシワ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球（石垣島・西表島）／朝鮮・中国

生 育 地 池や沼に生える。境町の休耕田に生育する。

選 定 理 由

そ の 他

鉾田市（中崎）

境町（内山）

（県博収蔵標本：北茨城市産）

（中崎所蔵標本：大子町産）
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コナミキ
Scutellaria guilielmii A.Gray シソ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（千葉県以西）・四国・九州・琉球

生 育 地 日当たりのよい草地に生える。日立市の標本により確認されたものであり，
生育地の状況は不明である。今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他 最近，茨城県や栃木県で生育が確認されたものであり，今後さらに調査が
必要である。

ヒシモドキ
Trapella sinensis Oliv. ゴマ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 本州・九州／朝鮮・中国

生 育 地 池や沼に生える。石岡市で埋土種子からの発芽と思われる生育が確認され
ている（140）。

選 定 理 由

そ の 他

キヨスミウツボ
Phacellanthus tubiflorus Siebold et Zucc. ハマウツボ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・ウスリー・樺太・中国（中北部・東北）

生 育 地 山地林下に生える。県内での記録は北茨城市（115）や男体山（115）など
にあるが，再確認はされていない。

選 定 理 由

そ の 他

ソナレマツムシソウ
Scabiosa japonica Miq.  f. littoralis Nakai キク科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州(関東地方)　［日本固有種］

生 育 地 海岸の草地に生える。ひたちなか市に生育する。今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

石岡市産栽培（安）

（中崎所蔵標本：日立市産）

（県博収蔵標本：北茨城市産）

ひたちなか市（内山）

234

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

絶　

滅

情
報
不
足

　

②
現
状
不
明
種

情
報
不
足

　
　

①
注
目
種



ツツイトモ
Potamogeton pusillus L. ヒルムシロ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道，本州，四国，九州／ヨーロッパ，北アメリカ

生 育 地 池沼や河川，水路に生える。鹿嶋市や茨城町で確認されている。

選 定 理 由

そ の 他

ネジリカワツルモ
Ruppia cirrhosa (Petagna) Grande ヒルムシロ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道，本州，四国，九州／アジア，ヨーロッパ，アメリカ，アフリカ

生 育 地 低地の水中に生える。茨城町に古い記録があるが，現在は確認できていな
い。

選 定 理 由

そ の 他

ヒロハノアマナ
Amana latifolia (Makino) Honda ユリ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東地方～近畿地方）・四国　［日本固有種］

生 育 地 山地の林の中や明るい草地に生える。北茨城市に生育する。

選 定 理 由

そ の 他

ベンケイヤワラスゲ
Carex benkei Tak. Shimizu（105） カヤツリグサ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方：茨城県・近畿地方・中国地方）・四国・九州

生 育 地 湿地に生える。常陸太田市の溜池周辺や休耕田などに生育する。

選 定 理 由

そ の 他 最近（2009），新種として発表されたものであり（105），今後の調査が必要
である。

常陸太田市（内山）

（県博収蔵標本：北浦産）

（県博収蔵標本：涸沼産）

（県博収蔵標本：北茨城市産）

235

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

絶　

滅

情
報
不
足

　

②
現
状
不
明
種

情
報
不
足

　
　

①
注
目
種



クロヒナスゲ
Carex gifuensis Franch. カヤツリグサ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（栃木県日光付近・岐阜県・三重県）　[日本固有種]

生 育 地 林下に生える。常陸大宮市，石岡市で生育が確認されているが，生育範囲
はあまり広くない。さらに今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他

チャボイ
Eleocharis parvula (Roem. et Schult.) Link ex Bluff, Nees et Schauer カヤツリグサ科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（青森県・宮城県・岡山県）・四国・九州／ヨーロッパ・シベリア・北
アフリカ・南北アメリカ　

生 育 地 海水の出入りする塩田に生える。鹿嶋市や茨城町に記録がある。

選 定 理 由

そ の 他 博物館標本の検討により茨城にも生育することがわかった。

サガミランモドキ
Cymbidium aberrans (Finet) Schltr. ラン科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 本州（関東地方）　[日本固有種]

生 育 地 スダジイ林下に生える。守谷市に生育する。

選 定 理 由

そ の 他

タシロラン
Epipogium roseum (D.Don) Lindl. ラン科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東南部）・九州・琉球

生 育 地 常緑樹林下に生える。石岡市，坂東市に生育するが，今後さらに調査が必
要である。

選 定 理 由

そ の 他

守谷市（小幡）

常陸大宮市（内山）

（県博収蔵標本：茨城町産）

坂東市（宮本）
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クロヤツシロラン
Gastrodia pubilabiata Sawa ラン科

茨城県2012 情報不足①注目種

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州

生 育 地 竹林などの林下に生える。最近石岡市や鹿行地域で生育が確認されている。
さらに今後の調査が必要である。

選 定 理 由

そ の 他 1971に高萩市のアキザキヤツシロランとして採集されたものは本種であっ
た。

石岡市（小松﨑）
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